
スポーツの未来に向けて
「スポーツ未来開拓会議（第3回）」資料

平成28年3月9日
公益社団法人日本プロサッカーリーグ

※本資料中に⽰す⾦額はいずれもおよその数字としてご覧ください。
※本資料中の写真・図版の無断転⽤は、ご遠慮ください。

スポーツの未来

• 未来＝100人100通りの描き方。この会議なりの描き方として、

• 成⻑/基幹 産業化 → スポーツ文化への再投資

• ⼤事な論点
– 日本のスポーツ市場は、成⻑することができる。

• スポーツで稼いでもよい。
• スポーツで稼ぐことで、未来のスポーツがもっとよくなる。
• スポーツで稼ぐことで、地域社会及び日本全体に、⼤きく貢献できる。
• 「スポーツで、もっと、幸せな国へ。」（Ｊリーグ百年構想）

– 先に成⻑する分野と、再投資を受ける分野がある。
– スポーツ産業の根元は、人々がスポーツに寄せる愛情、熱意、信頼。

2016/3/9検討⽤資料／公益社団法人日本プロサッカーリーグ 2

atsutsuki
資料４



スポーツGDPもＪリーグも、伸び悩み︖

• スポーツGDPは、10年間で1.6兆円（18.4%）縮小

• Ｊリーグ︓規模は拡⼤。でもトップラインは･･･
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（間野, 2016.2.16＜政投銀,2015)
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� 反転できる︖
� どこを、どうキックする︖
� 成⻑シナリオは︖

1994年（2年目） 2008年（ACL連覇） 2015年

平均観客（Ｊ１） 19,598人 19,202人 17,803人

リーグ収入 100億円 129億円 133億円

Ｊ１クラブ平均 36.9億円 34.5億円 32.9億円（2014年）

クラブ数 12 33（18+15） 52（18+22+12）
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世界のスポーツは、成⻑産業
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（pwc, 2014)

50兆円（2025年に、後藤⽥先⽣）
︖兆円
� 5.5〜7兆円(2012)

� 興⾏は4%

� 名目GDP 4.6兆ドル(2014)

100兆円（2025年に、中国国務院）
� 7.6兆円(現状)

� 名目GDP 10.4兆ドル(2014)

53兆円（2013年、4700億ドル）
� 4⼤スポーツ計227億ドル（4.8%)

� 名目GDP 17.3兆ドル(2014)

スポーツGDP 10年後の目標

世界のスポーツGDP（現在）

日本

中国

米国

（米国スポーツ産業数字は、経産省2014。
他は各種報道から抜粋)

13倍

北米スポーツ市場（単位は億ドル）

欧州サッカー連盟の収入
(単位はMユーロ・4年サイクル）

（statista他)
2004/05 2008/09 2012/13

4600Mユーロ
(2015/16)



中国の政策

• 2015年3月に発表。
• サッカーの発展を、経済社会発展計画

に盛り込む。ワールドカップに出場し、
主催し、優勝する。2030年までに。

• サッカーに⼒を入れる小中学校を2020
年までに2万校、2025年までに5万校に。
（現在は5千校）

• サッカー場の建設を、都市化や新農村
建設計画に盛り込むよう求める。

• BBC報道（2016.3.6）によると、
• 最近15ヶ月で2,433億円（中国チーム・

企業による、海外サッカーへの投資）
• 政府、地方政府の投資も始まっている。
• 国家を背景とするChina Media Capital

（CMC）が、中国スーパーリーグの放
送権を、5年13億ドル（1,500億円）で
購入。
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(http://www.bbc.com/sport/football/35642084)

成⻑のために、どこをキックする︖

1. ビッグイベントを跳躍台とする。
� Ｊリーグ 2000年 → 2002年︔11,065人 → 16,586人（J1平均観客）、80

億円 → 112億円（リーグ売上）、23.7億円 → 27.2億円（J1平均売上）

2. スター選手、スターチームが出現し、⼤活躍する。

3. 国内トップリーグ・競技会が充実し、国⺠のスポーツへの関⼼を、
高める。

4. スタジアム/アリーナに対する考え⽅を変えることが、成⻑の起爆
剤になる

5. その他
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メンヘングラツドバッハ

ドレスデン

レバークーゼン

ジンスハイム

ベルリン

ヴォルフスブルク

2011年 なでしこジャパンが優勝した
FIFA⼥⼦ワールドカップ ドイツ大会の9会場
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山形(NDスタ)

⾦沢(⽯川⻄部)

群馬(正田スタ) 湘南 (BMWス)

甲府 (中銀スタ) 名古屋(パロ瑞穂)

岡山(Cスタ) 広島(Eスタ) 讃岐(ピカスタ) 愛媛(ニンスタ)

⽔⼾(Ksスタ)

富山

一⽅、国内では・・・ 課題の多い施設が数多く

改修費用は高額。新設の方が廉価のケースも。躯体の改修は構造上、難しい。

アクセスが悪く、経済効果がない施設では、改修したところで誰も幸せにならない



スタジアム/アリーナを、収益施設に。
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（Ｊリーグ、RISB。2008年）＞先⾏事例『米国に於けるスタジアムファイナンス』政投銀、2005年6月

“バラ色のプラン” （右の図）がなぜ実現しない︖
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スタジアム／アリーナは、
儲からない。

設けるべきでない。
スタジアム／アリーナは、

収益施設になりうる。

コスト抑制
がすべて

費⽤は公が
100%

⺠間からの
投資を募る

稼ぐための
工夫を凝らす

郊外⽴地 アクセスは
あきらめ

設備は必
要最小限

稼働率は
低くてよい

地域に歓迎さ
れない施設に
とどまる

まちなか 好アクセス
充実した、
適切な、

設備

稼働率の極大化
常時大量誘客

雇用創出 周辺地域
の活性化

都市開発
の目玉

都市間競争
の切り札

仮説
意識が変われば
すべてが変わる

いま
まだ意識が変わって
いない、または⼤事
な要素が抜けている



ミッシングリンクは、クラブ（球団）と人材
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スタジアム／アリーナは、
収益施設になりうる。

⺠間からの
投資を募る

稼ぐための
工夫を凝らす

まちなか 好アクセス
充実した、
適切な、

設備

稼働率の極大化
常時大量誘客

雇用創出 周辺地域
の活性化

都市開発
の目玉

都市間競争
の切り札

まちなか好⽴地なら
「商業施設だけ」の
方が、「スポーツ＋
商業施設」よりも、
効率的な⼟地利⽤に
なるのでは。

① スポーツの集客⼒が
きわめて大きい。

② スポーツ上の強い
ニーズがある。

� スポーツイベント
（国際大会、国体）

� ホームクラブ（球
団）の人気・市⺠の
要求

施設を適切にマネジ
メントできる経営人
材はいるか︖
� 施設マネジメント
� コアテナントとの調整
� 収益性の高いイベント
を誘致

① 米国には、運営ノウハウ
を持つ巨大企業が存在。

� AEG社（2〜3万人のスタ
ジアム/アリーナが中
⼼）

� マンダレイ社（マイナー
球団を束ねて経営）

② わが国でも、スポーツ経
営人材養成が急務。

施設経営の実務︓MSG社へのインタビューより

• マディソン・スクエア・ガーデンは、ニューヨークのハブ駅、ペンステーションの直上に位置す
る好⽴地。収容人数は約20,000人。

• コアテナント（プロチーム）はニックス（NBA）、レンジャース（NHL）、リバティ（WNBA）。
• コンサート、ディズニー・オン・アイスなどのイベントも開催。年240回。
• フルタイムスタッフ1,500人。パートタイム雇⽤を含むと6,000人。
• 収入構成（年間）︓広告$110M、スウィートボックス$90M（＠$15M）、チケット$100M、MSG

ネットワーク$200M（周辺9百万世帯に番組を配信）
• 周辺への波及効果︓6,000人を雇⽤｜地域外からの旅⾏者を誘引、$200Ｍ/年の効果｜年間4百万

人がアリーナを訪れ、15万人がアリーナツアーに参加する。80%が地域外からのツーリスト。
• 3つのプロチームの運営は、それぞれの運営会社が担当︓チーム編成と競技、マーケティング
• 3年間、100億ドルかけて改修⼯事を実施したところ。費⽤はすべて内部留保でまかなった。（⾃

治体は⼟地取得手続き、免税措置などで協⼒）
• ⼤規模改修を⺠間資⾦だけで実施する例はまれ。官⺠共同で費⽤を拠出するのが普通。
• 3,700人の労働者が従事。改修効果でNY市と州は、年$140Mの税収アップ。
• すべてのチケットがほぼ売りきれるので、他の成⻑エンジンが必要。MSGネットワークはその挑

戦の一つ。

（MSG社 Integrated Sales のマネージャーへのインタビュー（2014年10月）よりＪリーグが構成）
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コアテナント（プロスポーツ）の役割

• 20〜30年間、持続する集客⼒。
– 建設資⾦の借入⾦の返済期間をイメージ（減価償却ベースだと50年）

• 人々の憧れ、誇り、シンボル。⇒継続性への貢献。
• 建設資⾦調達への貢献。

– クラブ/球団売り上げの3% × 20年間を以て、建設費の3分の1を負担す
ると想定すると、

– 200億円クラブ/球団 ⇒ 360億円スタジアム/アリーナ
– 100億円クラブ/球団 ⇒ 180億円スタジアム/アリーナ
– 60億円クラブ /球団 ⇒ 108億円スタジアム/アリーナ
– 上記は根拠なき机上の試算にすぎないが、クラブの身の丈が⼤きいほ
ど収益性を意識した施設整備が可能になり、そうでない場合、従来型
に近い、公益性が強調された整備になるのでないか。

• コアテナントを育てる意識、またコアテナント側の成⻑（収益・集
客⼒アップ）への意志が、求められる。
– ここでもカギは、経営人材。
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（Ｊリーグの）ローカル / ナショナル /グローバル
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ローカル／Ｌ ナショナル／Ｎ グローバル／Ｇ

Ｊリーグ � Ｊ２、Ｊ３クラブ � Ｊ１上位クラブ � 今はいない

売上規模 � 2〜20億円 � 25〜60億円 � 100億円以上

平均観客 � 5,000〜10,000人 � 20,000〜30,000人 � 40,000人以上

役割

� Ｊ２、Ｊ３レベルの競
技⼒。

� 勝敗に関わらず地域の
クラブとして活躍

� 地域メディアにおける
バリューあり

� 日本でトップレベルの
競技⼒

� Ｊ１リーグ、天皇杯、
リーグカップなどのタ
イトルを争う

� 全国レベルのメディア
バリュー

� 日本を代表してアジア
クラブ選手権を制覇
（爆買い中国を打倒）

� 世界クラブ選手権の
ファイナリストに

選手 � 地域企業の雇⽤協⼒
� デュアルキャリア前提

� レギュラー選手は憧れ
の収入水準 � 億万⻑者︖

(1) 少数の人気クラブ・選手の⼒で稼ぎ、すそ野の拡⼤に投資する構造。
(2) ローカルの充実なくして、競技の成⻑・発展なし。（メキシコ五輪の教訓→ Ｊリーグ理念）
(3) Ｌ・Ｎ・Ｇ、それぞれにスポーツに求める機能（稼ぐ⼒と公益性のバランス）は異なる。
(4) ここ20〜30年間で減衰したのは「ナショナル（日本一であること）」の価値。世界水準の競技⼒

を持たない限り、Ｊリーグの成⻑はない。
(5) 世界水準の競技⼒を⽀えるのは、世界水準の収益⼒。



満員のスタジアム/アリーナが、
スポーツ産業成⻑の出発点。
• 満員のスタジアム/アリーナ

が、スポーツ価値の源泉で、
好循環（成⻑）の出発点

– 満員のスタジアム/アリーナ

– メディア価値向上
– 広告価値向上

– 好循環（拡⼤局面）

• 満員のスタジアム/アリーナ
の要件

– 選手、クラブ、リーグの魅
⼒

– スタジアム/アリーナの魅⼒
– イベントとしての楽しさ
– メディア露出
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クラブの収入合計の
比較（2009/10シーズ
ン）単位は億円 （Budesliga Magazineをも

とにＪリーグが集計）

世界に伍するには、放送権収入増が必要。そ
のためにまず、満員のスタジアムが必要。

まとめ

• スポーツの未来＝成⻑/基幹産業化 → スポーツ文化への再投資
– 牽引（先⾏）する分野、後続する分野、裾野として⽀える分野がある。

• 取り組みの第一歩を、スタジアム/アリーナ改革とする。
– 好⽴地及び/または好アクセス。
– スポーツ観戦、及び収益化に適した施設で、かつ運営の⾃由度が高い。
– 地域社会の活性化・価値上昇に貢献する。

• 官⺠一体で取り組む。
– 官︓⽴地の確保、アクセスを含む周辺整備。｜⺠︓事業投資。
– スポーツクラブ/球団・リーグ︓集客⼒の持続。成⻑への強い意志。投資。

• スポーツクラブ/球団の成⻑を、同時的に促す。
– スポーツクラブ/球団の魅⼒向上が、施設に収益⼒をもたらす。

• スポーツ経営人材の育成が肝要。
– 施設運営事業、及びスポーツ産業成⻑を担う経営者。

• 人々がスポーツに寄せる愛情、熱意、信頼が、スポーツ産業を育む。
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